
平成２８年度施策評価シート

基本目標２　　「育み・学び・思いやり」の質の高いまち 総計掲載頁 88
分野別政策５　　ふるさとへの誇りを高め未来を拓く教育の推進
施策
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課題
（めざす姿との差）

　青少年地域活動事業において、青少年の健全育成に向けて、青少年健全育成３団体とともにその機会の充
実に努めた。また、放課後児童会運営事業においても、開設時間の時間延長を７月から実施し、待機児童なし
の運営も継続実施することで、保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生に対し、適切な遊び及び生活
の場を提供し、その健全な育成に務めた。

　放課後子ども教室において、低学年児童対象の実施に留まっている点など、更なる地
域との連携を進め、機会の充実に努める必要がある。
　若者への青少年健全に関する取り組みが不足しており、若者の社会参画しやすい環
境づくりの推進が必要である。
　「青少年の健全な育成」に関する市民満足度において、市民の意識が健全育成から
離れていることが推測でき、青少年健全育成活動の機会の充実に努めるとともに、その
活動を広く市民に周知する必要がある。

今後の方向性

　今後も青少年の健全育成を推進するため、広く市民にその取り組みを周知するととも
に、地域、家庭、学校との連携を進めることでその機会の充実に努める。

これまでの
取組み

　放課後児童会運営事業において、平成２７年度から全学年の児童の受け入れを行
い、平成28年度においては入会児童が１０００人を超える実施状況となっている。
　青少年地域活動事業においては、青少年健全育成３団体とともに、野外体験活動や、
文化活動を実施し、各中学校区での青少年健全育成活動も実施してきた。
　放課後子ども教室の取り組みは、平成１９年度には１小学校実施に留まっていたが、
年々その実施校数が増加し、平成26年度には、市内全１３小学校にて実施した。

住みよさ指標の状況
　「青少年の健全な育成」に関する市民満足度は、低下しているが、不満の割合（やや不満と
非常に不満の合計）も、平成２７年度の15.4％から平成２８年度の14.6％に下がっている。一方
でわからないと回答する割合が、平成２７年度の20％から平成２８年度の26％に上がってい
る。この結果から、市民の意識が「青少年の健全な育成」から離れている傾向が読み取れる。
ただし、青少年講座参加者数や青少年リーダー数は、青少年健全育成３団体とともに事業を
実施するなど、施策の成果として増加傾向にあり、青少年の健全な育成の推進は図られてい
ると考える。
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人と人とのつながりを活かした協働のまちづくりを展開し、家庭の教育力、地域の教育力を含めた地
域力を高め、地域総ぐるみで子どもたちを守り育む地域社会の実現を目指します。
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